
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
へ
の

ご
意
見
や
ご
質
問
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

品
川
区
の
08
年
度
予
算
案
や
後
期
高
齢
者
医
療
の
条
例
が
３
月
27
日
の

区
議
会
本
会
議
で
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
区
民

の
願
い
に
背
を
向
け
負
担
を
押
し
付
け
る
予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。
ウ
ラ

面
に
日
本
共
産
党
区
議
団
の
意
見(

要
旨)

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

区民負担さらに
品川区自ら低賃金･不安定雇用を拡大

後
期
高
齢
者
制
度
が
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
品
川
区
議
会

で
は
自
民･

公
明･

民
主
ら
日
本
共

産
党
以
外
す
べ
て
が
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
予
算
に
賛
成
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

荏
原
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
品
川
区
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
説
明
会(

３
月
13
日

写
真)

で
は
、
参
加
者
か
ら｢

低
所
得
者
の

保
険
料
が
増
え
る
の
は
お
か
し
い｣

、

｢

年
寄
り
は
何
十
年
も
保
険
料
を
払
っ

て
き
た
の
納
得
で
き
な
い｣

、｢

戦

中
戦
後
を
生
き
延
び
て
き
た
年
寄

り
に
冷
た
い｣

―
な
ど
、
次
々
に
怒

り
の
声
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
制
度

に
賛
成
し
た
議
員
た
ち
は
高
齢
者

の
気
持
ち
を
理
解
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

日
本
共
産
党
は
制
度
の
早
期
の

中
止
、
撤
回
へ
が
ん
ば
り
ま
す
。
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日
本
共
産
党
は
08
年
度
の
一
般
会

計
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
、
老
人
保
健
、
介
護
保
険
の
各

予
算
に
反
対
し
ま
す
。
相
次
ぐ
増
税

と
社
会
保
障
の
切
り
捨
て
、
雇
用
破

壊
、
貧
困
と
格
差
が
拡
が
る
な
か
、

品
川
区
の
新
年
度
予
算
は
品
川
区
自

ら
低
賃
金
不
安
定
雇
用
を
生
み
出
し
、

格
差
を
広
げ
る
も
の
で
す
。
一
方
で

６
０
０
億
円
超
の
基
金
を
貯
め
込
ん

で
い
る
こ
と
は
自
治
体
の
役
割
を
投

げ
捨
て
る
も
の
で
す
。
以
下
、
問
題

を
指
摘
し
ま
す
。

第
一
に
区
民
へ
の
負
担
増
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳

以
上
の
国
民
を
別
枠
の
制
度
に
囲
い

込
み
、
受
け
ら
れ
る
医
療
を
制
限
、

保
険
料
は
年
金
か
ら
天
引
き
し
２
年

ご
と
に
値
上
げ
、
払
え
な
け
れ
ば
保

険
証
取
り
上
げ
負
担
増
と
給
付
減
を

強
い
る
世
界
で
も
例
の
な
い
高
齢
者

イ
ジ
メ
の
制
度
で
す
。

介
護
保
険
で
は
基
金
積
立
金
が
20

年
度
末
で
20
億
円
余
、
高
齢
者
一
人

あ
た
り
３
万
円
余
も
貯
め
込
み
な
が

ら
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
な
ど
削
減
。
滞
納

世
帯
が
25
％
な
の
に
国
保
料
の
値
上

げ
は
限
界
を
超
え
て
い
ま
す
。

第
二
に
、
今
年
も
80
億
円
余
も
の

税
金
を
注
ぎ
込
む
再
開
発
で
す
。

東
五
反
田
二
丁
目
の
開
発
で
は
野

村
・
三
井
不
動
産
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
親
水
護
岸
を
整

備
し
て
支
援
。
大
井
町
駅
周
辺
で
は

広
町
開
発
構
想
が
頓
挫
し
た
の
に
計

画
を
拡
大
。
大
型
店
舗
を
誘
致
、
商

店
街
に
大
打
撃
を
与
え
て
き
た
再
開

発
の
拡
大
方
針
は
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
武
蔵
小
山
の
開
発
で
は
ビ
ル

風
の
被
害
を
本
人
の
不
注
意
の
よ
う

な
態
度
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

第
三
に
区
民
サ
ー
ビ
ス
丸
投
げ
、

不
安
定
雇
用
を
作
り
出
し
て
い
る
問

題
で
す
。

品
川
区
は
民
間
委
託
を
拡
大
し
低

賃
金
の
派
遣
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
非

正
規
雇
用
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

派
遣
職
員
で
実
施
し
て
い
る
夜
間
保

育
で
は
、
品
川
区
が
派
遣
会
社
に
時

給
２
千
６
百
円
支
払
い
な
が
ら
保
育

士
本
人
に
は
１
千
８
百
円
。
い
ま
三

人
に
一
人
は
非
正
規
雇
用
で
す
が
、

あ
る
学
校
で
は
委
託
業
者
が
配
膳
時

間
に
間
に
合
わ
な
い
事
態
も
起
き
て

い
ま
す
。

第
四
は
住
民
福
祉
の
削
減
で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
入
所
待

機
が
４
５
０
名
も
い
る
の
に
増
設
せ

ず
、
利
用
料
が
月
16
万
～
28
万
円
も

す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
し
ま

す
。
ま
た
、
低
家
賃
の
区
営
住
宅
は

建
設
し
な
い
が
、
再
開
発
で
超
高
級

マ
ン
シ
ョ
ン
に
膨
大
な
税
金
を
投
入

し
て
建
設
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
保
育
料
は
２
子
以
降
の
保

育
料
を
軽
減
す
る
も
の
の
、
あ
ら
た

な
階
層
を
設
け
て
値
上
げ
。
子
育
て

の
負
担
軽
減
と
、
保
育
園
に
入
れ
な

い
子
ど
も
が
激
増
す
る
な
か｢

待
機

児
ゼ
ロ｣

を
目
指
す
べ
き
で
す
。

第
五
に
、
学
校
の
統
廃
合
で
す
。

現
在
、
教
育
長
の
諮
問
機
関
＝
学

事
制
度
審
議
会
が
非
公
開
で
統
廃
合

問
題
を
審
議
し
て
い
ま
す
。
「
過
小

校
は
子
ど
も
の
成
長
に
懸
念
が
あ
る
」

な
ど
と
小
規
模
校
を
否
定
し
強
引
に

統
廃
合
を
進
め
る
こ
と
は
や
め
る
べ

き
で
す
。
少
人
数
の
３
０
人
学
級
こ

そ
実
現
す
る
べ
き
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、｢

住
民
が
主
人

公｣

の
区
政
に
転
換
す
る
よ
う
求
め

ま
す
。

以
上

品
川
区
08
年
度
予
算
案
に
対
す
る

日
本
共
産
党
の
意
見
表
明

お困りのときは
ご相談ください

●くらし･区政の問題はいつでも受付けます。

●無料法律相談は４月１８日(金)
Pm6:30～です。

日本共産党みやざき克俊事務所
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お気軽に

弁護士が対応します


